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２－３．町出身者アンケートの結果 

 

（１）回答者属性 

 回答者は男性が６割超を占めており、年齢構成は 60 代以上が大半を占めている。 

 回答者の職業をみると、60 代までは「自営業」や「会社員」も２割弱みられるが、70 代以上は

「無職」が６割以上を占めている。 

 なお、配偶者や子供がいると回答した人が大半以上を占めている。 

 

 

 

 

 

 

男性

63.9%

女性

32.7%

無回答

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q1 性別

～50代

5.3%

60代

43.3%

70代

38.5%

80代以上

12.5%

無回答
0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q2 年齢

農林漁業; 1.0%

0.0%

自営業

17.8%

8.5%

会社員

17.8%

3.8%

公務員
0.0%

0.0%

団体職員
4.0%

0.9%

学生

0.0%

0.0%

専業主婦
6.9%

14.2%

ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ

11.9%

5.7%

無職

31.7%

61.3%

その他

6.9%

2.8%

無回答

2.0%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q3 職業

配偶者がいる

80.2%

74.5%

配偶者はいない

16.8%

20.8%

無回答

3.0%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q4_1 配偶者の有無

子供がいる

79.2%

82.1%

子供はいない

20.8%

17.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q4_2 子供の有無
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 回答者の家族構成をみると、「夫婦のみ」が５割近くと最も多く、次いで「二世代同居」が 30.3％

であり、「一人暮らし」は１割に満たない。 

 現在の住まいをみると、「首都圏等の大都市圏」が約半数を占めており、次いで「隣接市町村以外

の山形県・新潟県」が約４割である。 

 現在の住まいについて 60 代までと 70 代以上で比較すると、60 代までは「隣接市町村以外の山形

県・新潟県」に住んでいるケースが多い一方、70 代以上では「首都圏等の大都市圏」が５割以上

を占めている。 

 

 

 

 

  

一人暮らし

9.1%

夫婦のみ

47.1%

二世代同居

30.3%

三世代同居

5.8%

その他

4.3%

無回答

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q5_1 家族構成

全員65歳以上

23.6%

全員75歳以上

10.1%

その他

35.1%

無回答

31.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q5_2 家族の年代

置賜地域・村上市・胎内

市・関川村; 0.5%

山形・新潟

40.9%

東北（山形以外）

1.0%

首都圏等の大都市圏

48.6%

他の地方圏

7.7%

その他; 0.5%

無回答

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q6 現在地

置賜地域・村上市・胎内

市・関川村; 0.0%

0.9%

山形・新潟

45.5%

35.8%

東北（山形以外）

2.0%

0.0%

首都圏等の大都市圏

45.5%

51.9%

他の地方圏

5.9%

9.4%

その他; 0.0%

その他; 0.9%

無回答
1.0%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～
(N=106)

Q6 現在地
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（２）小国町の魅力・イメージ 

Q7 あなたにとって、小国町の良いところは何ですか。（○は５つまで） 

 町出身者は特に「豊かな森林と水資源」及び「四季折々に美しい景観」に町の魅力を感じている。 

 性別で比較すると、自然環境を評価する声は男性の方が女性よりも多く聞かれる。一方、女性は

「人情にあふれ人と人の温かいつながりがある」点をより町の魅力として感じている。 

 

 

 

 

89.9%

62.0%

7.2%

13.9%

13.9%

16.3%

26.4%

8.7%

46.2%

13.5%

79.8%

13.9%

3.8%

2.9%

27.9%

2.9%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①豊かな森林と水資源に恵まれている

②人情にあふれ人と人の温かいつながりがある

③安くて新鮮な食材が手に入る

④住宅や土地が安く手に入る

⑤伝統文化や歴史資源が受け継がれている

⑥農作業などで土に触れあえる

⑦自然の中でのびのび子育てができる

⑧道路が広く渋滞が尐ない

⑨大気汚染や水質汚染など公害が尐ない

⑩都会ではできない仕事や生活ができる

⑪四季折々に美しい景観に恵まれている

⑫環境にやさしい暮らし方ができる

⑬農業などで歳をとっても暮らしていける

⑭スポーツ施設や交流施設が豊富にある

⑮自然の中でいろいろな遊びやレクリエーションができる

⑯その他

無回答

Q7 町の良いところ 出身者(N=208)

90.2%

58.6%

9.0%

15.0%

14.3%

18.8%

28.6%

6.0%

44.4%

15.8%

82.0%

12.0%

2.3%

1.5%

35.3%

3.8%

0.8%

88.2%

66.2%

4.4%

13.2%

11.8%

10.3%

25.0%

14.7%

50.0%

8.8%

75.0%

16.2%

5.9%

5.9%

13.2%

1.5%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①豊かな森林と水資源に恵まれている

②人情にあふれ人と人の温かいつながりがある

③安くて新鮮な食材が手に入る

④住宅や土地が安く手に入る

⑤伝統文化や歴史資源が受け継がれている

⑥農作業などで土に触れあえる

⑦自然の中でのびのび子育てができる

⑧道路が広く渋滞が尐ない

⑨大気汚染や水質汚染など公害が尐ない

⑩都会ではできない仕事や生活ができる

⑪四季折々に美しい景観に恵まれている

⑫環境にやさしい暮らし方ができる

⑬農業などで歳をとっても暮らしていける

⑭スポーツ施設や交流施設が豊富にある

⑮自然の中でいろいろな遊びやレクリエーションができる

⑯その他

無回答

Q7 町の良いところ 出身者男性(N=133) 出身者女性(N=68)
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Q８ あなたは、小国町にどんなマイナスイメージをお持ちですか。（○は５つまで） 

 町のマイナスイメージについては、「積雪が多く雪かきや雪下ろしが大変」が８割超と最も多くか

ら挙げられており、次いで「鉄道やバス等の交通機関が不便」が約 65％と、この２項目が特に高

い割合となっている。 

 上位２項目以外について性別で比較すると、男性からは働く場がないことや若い人が少なく活気

がないことが、女性からは買い物不便さや医療機関の不足がより多く指摘されている。 

 

 

 

64.4%

30.8%

38.0%

51.0%

42.3%

81.3%

3.8%

6.3%

2.4%

7.2%

1.0%

12.0%

17.8%

4.3%

18.3%

2.4%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鉄道やバス等の交通機関が不便

②スーパーや商店が尐なく買い物が不便

③医療機関が十分整備されていない

④働く場が尐なく自分にあう仕事が選べない

⑤高齢化が進み、若い人が尐なく活気がない

⑥積雪が多く雪かきや雪下ろしが大変

⑦子どもの保育、教育機関が十分でない

⑧上下水道等の生活環境が整備されていない

⑨テレビやネット等の情報が入手しづらい

⑩古い風習や慣習に従わなければならない

⑪地域の活動に参加しなければならない

⑫猿や熊などが民家近くに出て危ない

⑬娯楽施設や遊ぶ場所が尐ない

⑭洪水や土砂災害等の自然災害が多い

⑮芸術文化に触れる機会が尐ない

⑯その他

無回答

Q8 町のマイナスイメージ 出身者(N=208)

65.4%

24.8%

34.6%

53.4%

45.9%

81.2%

4.5%

7.5%

2.3%

6.8%

0.8%

10.5%

18.8%

4.5%

20.3%

3.0%

3.0%

61.8%

39.7%

47.1%

45.6%

33.8%

80.9%

1.5%

4.4%

2.9%

8.8%

1.5%

14.7%

16.2%

4.4%

11.8%

1.5%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鉄道やバス等の交通機関が不便

②スーパーや商店が尐なく買い物が不便

③医療機関が十分整備されていない

④働く場が尐なく自分にあう仕事が選べない

⑤高齢化が進み、若い人が尐なく活気がない

⑥積雪が多く雪かきや雪下ろしが大変

⑦子どもの保育、教育機関が十分でない

⑧上下水道等の生活環境が整備されていない

⑨テレビやネット等の情報が入手しづらい

⑩古い風習や慣習に従わなければならない

⑪地域の活動に参加しなければならない

⑫猿や熊などが民家近くに出て危ない

⑬娯楽施設や遊ぶ場所が尐ない

⑭洪水や土砂災害等の自然災害が多い

⑮芸術文化に触れる機会が尐ない

⑯その他

無回答

Q8 町のマイナスイメージ 出身者男性(N=133) 出身者女性(N=68)
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Q９ あなたは、小国町に愛着を感じますか。（○は１つ） 

 町出身者の９割が「小国町に愛着を感じる（とても感じる＋やや感じる）」としている。 

 性別で比較すると、男性の方が「とても愛着を感じる」とする割合が高く６割を超えている。 

 世代でみると、70 代以上は「あまり愛着は感じない」が約１割みられる。 

 町に住み始めた時期（後述）とのクロスでみると、町生まれの人の方がより強く愛着を感じて居

ることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

とても愛着を感じる

59.6%

やや愛着を感じる

30.3%

あまり愛着は

感じない; 8.7%

まったく愛着は

感じない; 0.0%

無回答

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q9 町への愛着

とても愛着を感じる
63.2%

52.9%

やや愛着を感じる
27.8%

35.3%

あまり愛着は感じない
8.3%

8.8%

まったく愛着は感じない
0.0%

0.0%

無回答

0.8%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者男性
(N=133)

出身者女性

(N=68)

Q9 町への愛着

とても愛着を感じる
59.4%

60.4%

やや愛着を感じる
34.7%

26.4%

あまり愛着は感じない

5.9%

10.4%

まったく愛着は感じない
0.0%

0.0%

無回答

0.0%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代
(N=101)

70代～

(N=106)

Q9 町への愛着

とても愛着を感じる
62.1%

54.7%

やや愛着を感じる
29.4%

34.0%

あまり愛着は感じない
7.8%

11.3%

まったく愛着は感じない
0.0%

0.0%

無回答

0.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町生まれ
(N=153)

町育ち(N=53)

Q9 町への愛着
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（３）小国町との関わり 

Q１０ あなたがかつて住んでいた地区はどこですか。（○は１つ） 

 小国町に住んでいた時の居住地区をみると、約６割が「旧小国町」である。 

 

 
 

Q１１ あなたが小国町に住んでいた時期を教えてください。（年齢でお答えください。） 

【住み始めた時期】 

 小国町に住み始めた時期をみると、「生まれた時から」が７割超と大部分を占めている。 

 性別で比較すると、男女とも７割超が「生まれた時から」としているが、男性は「未就学期から」

が約２割を占めているのに対して、女性は「小学生以上」と比較的成長してから町に転入した人

が１割程度みられる。 

 世代別で比較すると、60 代までは「生まれた時から」が大部分を占めているのに対して、70 代

以上では、「未就学期から」が 26.4％と高い割合となっている。 

 

 

 

 
 

  

旧小国町

58.7%

旧北小国村

9.6%

旧南小国村

12.5%

旧津川村

14.9%

無回答

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q10 居住地区

生まれた時から

73.6%

未就学期から

18.3%

小学生以上

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q11-1 町に住み始めた時期

生まれた時から; 73.7%

75.0%

未就学期から; 20.3%

13.2%

小学生以上

5.3%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者男性

(N=133)

出身者女性

(N=68)

Q11-1 町に住み始めた時期

生まれた時から

85.1%

63.2%

未就学期から

9.9%

26.4%

小学生以上

5.0%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q11-1 町に住み始めた時期
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【転出した時期】 

 小国町から転出した時期をみると、全体では、高校卒業以降 20 代のうちに転出した人が７割を占

めている。 

 性別で比較すると、30 代以上になってから転出した人の割合は女性の方が男性より倍以上大きく

なっている。 

 世代別で比較すると、60 代までの世代では、高校生までの間に、すなわち就学期のうちに転出し

た人が４分の１を占めている。 

 

 

 

 

 

Q１２ 転出してからどのくらい経ちましたか。（年数でお答えください。） 

 転出後の年数は「41～50 年」が半数近くと最も多く、次いで「51～60 年」が３分の１強となっ

ている。 

 

 

 

 

 

高校生まで

19.2%

高卒～20代

70.7%

30代以上

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q11-2 町から転出した時期

高校生まで

19.5%

17.6%

高卒～20代; 73.7%

64.7%

30代以上

6.0%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者男性

(N=133)

出身者女性

(N=68)

Q11-2 町から転出した時期

高校生まで

25.7%

13.2%

高卒～20代

71.3%

69.8%

30代以上

3.0%

14.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q11-2 町から転出した時期

40年以下

13.0%

41～50年

46.2%

51～60年

34.1%

61年以上

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q12 転出後の年数
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Q１３ あなたが小国町から転出したきっかけや理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 転出理由は７割超が「自身の仕事のため」と突出している。 

 性別でみると、男性では「自身の仕事のため」が８割を超えている一方、女性は「自身の結婚の

ため」も３割弱みられる。 

 世代別でみると、60 代までの世代では「自身の進学のため」の割合が 70 代以上よりも高く、よ

り若い世代では進学のために転出したケースが増えていることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

71.6%

24.0%

7.2%

1.0%

11.1%

0.0%

1.0%

5.8%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

自身の仕事（就職・転職・転勤）のため

自身の進学のため

家族の仕事（就職・転職・転勤）のため

家族の進学のため

自身の結婚のため

家族の介護や入院など家庭の事情のため

家の新築や借り換えのため

その他

無回答

Q13 転出した理由 出身者(N=208)

82.7%

23.3%

3.0%

0.8%

1.5%

0.0%

1.5%

6.8%

1.5%

50.0%

26.5%

16.2%

0.0%

27.9%

0.0%

0.0%

4.4%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自身の仕事（就職・転職・転勤）のため

自身の進学のため

家族の仕事（就職・転職・転勤）のため

家族の進学のため

自身の結婚のため

家族の介護や入院など家庭の事情のため

家の新築や借り換えのため

その他

無回答

Q13 転出した理由 出身者男性(N=133) 出身者女性(N=68)

74.3%

31.7%

3.0%

0.0%

7.9%

0.0%

2.0%

3.0%

0.0%

69.8%

17.0%

11.3%

1.9%

13.2%

0.0%

0.0%

8.5%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80%

自身の仕事（就職・転職・転勤）のため

自身の進学のため

家族の仕事（就職・転職・転勤）のため

家族の進学のため

自身の結婚のため

家族の介護や入院など家庭の事情のため

家の新築や借り換えのため

その他

無回答

Q13 転出した理由 ～60代(N=101) 70代～(N=106)
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Q１４ あなたは、転出された後どのくらいの頻度で小国町を訪れていますか。（○は１つ） 

 転出後の町への来訪頻度をみると、全体では年に１回以上訪れる人が６割を超えている。 

 性別で比較すると、「年に２～３回」は女性の方が多く、「数年に１回」は男性の方が多い。 

 世代別でみると、60 代までの世代では「毎週又は月に数回」と頻繁に町を訪れる人も５％程度み

られる。 

 町生まれか町育ちかで比較すると、町生まれの人の方が来訪頻度は高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

毎週又は月に数回; 2.9%

月1回

3.8%

年に2～3回

29.8%

年1回

25.5%

数年に1回

32.2%

ほとんど訪れない

2.4%

無回答

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q14 転出後の町への来訪頻度

毎週又は月に数回; 3.8%

1.5%

月1回; 3.8%

4.4%

年に2～3回; 27.1%

32.4%

年1回; 26.3%

23.5%

数年に1回; 36.1%

26.5%

ほとんど訪れない

2.3%

2.9%

無回答

0.8%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者男性

(N=133)

出身者女性

(N=68)

Q14 転出後の町への来訪頻度

5.0%

0.9%

4.0%

3.8%

年に2～3回

34.7%

24.5%

年1回

26.7%

24.5%

数年に1回

27.7%

36.8%

ほとんど訪れない

1.0%

3.8%

無回答

1.0%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q14 転出後の町への来訪頻度

毎週又は月に数回
月1回

毎週又は月に数回; 3.9%

0.0%

月1回; 5.2%

0.0%

年に2～3回

30.1%

30.2%

年1回

24.8%

28.3%

数年に1回

31.4%

34.0%

ほとんど訪れない

1.3%

5.7%

無回答

3.3%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町生まれ

(N=153)

町育ち(N=53)

Q14 転出後の町への来訪頻度
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Q１４－１ Q１４で①～⑤を選択した方に伺います。転出後の小国町への訪問理由は何ですか。（○はいく

つでも） 

 来訪理由は「帰省」と「冠婚葬祭」が半数以上から挙げられており、特に 70 代以上では「冠婚葬

祭」のために町を訪れる機会が多いことがうかがえる。 

 

 

 

 

12.8%

74.5%

45.4%

52.6%

3.6%

11.2%

15.3%

5.6%

0.5%

6.1%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①親の世話や見守りのため

②帰省（墓参りを含む）のため

③友人や知人の訪問（同窓会を含む）のため

④冠婚葬祭のため

⑤残してきた家や土地の管理をするため

⑥子どもや孫にふるさとを見せるため

⑦保養や観光、レクリエーションのため

⑧地区（ふるさと）の行事やイベントのため

⑨農作業や雪処理等の共同作業のため

⑩その他

無回答

Q14-1 町を訪れる理由 町来訪者(N=196)

11.6%

72.1%

45.7%

48.8%

4.7%

12.4%

17.8%

7.0%

0.0%

5.4%

1.6%

16.7%

78.3%

46.7%

58.3%

1.7%

10.0%

10.0%

3.3%

1.7%

8.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①親の世話や見守りのため

②帰省（墓参りを含む）のため

③友人や知人の訪問（同窓会を含む）のため

④冠婚葬祭のため

⑤残してきた家や土地の管理をするため

⑥子どもや孫にふるさとを見せるため

⑦保養や観光、レクリエーションのため

⑧地区（ふるさと）の行事やイベントのため

⑨農作業や雪処理等の共同作業のため

⑩その他

無回答

Q14-1 町を訪れる理由 出身者男性(N=129) 出身者女性(N=60)

21.2%

72.7%

42.4%

39.4%

5.1%

13.1%

9.1%

6.1%

1.0%

10.1%

0.0%

4.2%

76.0%

49.0%

65.6%

2.1%

9.4%

21.9%

5.2%

0.0%

2.1%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80%

①親の世話や見守りのため

②帰省（墓参りを含む）のため

③友人や知人の訪問（同窓会を含む）のため

④冠婚葬祭のため

⑤残してきた家や土地の管理をするため

⑥子どもや孫にふるさとを見せるため

⑦保養や観光、レクリエーションのため

⑧地区（ふるさと）の行事やイベントのため

⑨農作業や雪処理等の共同作業のため

⑩その他

無回答

Q14-1 町を訪れる理由 ～60代(N=99) 70代～(N=96)
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Q１５ 訪問以外に、小国町とのつながりはありますか。（○はいくつでも） 

 訪れる以外での町とのつながりとしては、「小国町出身者の会合等に参加している」「定期的に親

類や友人等に連絡をとっている」「農産物等を送ってもらっている」等が多くみられる。 

 

 

 

 

 

35.6%

1.9%

5.3%

45.2%

13.0%

15.9%

44.7%

8.7%

7.7%

13.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

①農産物などを送ってもらっている

②小国町にふるさと納税を行っている

③親や親せきに仕送りをしている

④小国町出身者の会合等に参加している

⑤都市部で実施する町の物産販売展やイベントに参加している

⑥小国町のホームページを時々みている

⑦定期的に親類や友人等に連絡をとっている

⑧町の物産やイベント、地域づくり活動などを宣伝している

⑨特に小国町とはかかわっていない

無回答

Q15 訪問以外の町とのつながり 出身者(N=208)

31.8%

3.1%

4.7%

49.6%

11.6%

20.2%

40.3%

10.9%

9.3%

16.3%

50.0%

0.0%

8.3%

46.7%

18.3%

11.7%

61.7%

6.7%

6.7%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①農産物などを送ってもらっている

②小国町にふるさと納税を行っている

③親や親せきに仕送りをしている

④小国町出身者の会合等に参加している

⑤都市部で実施する町の物産販売展やイベントに参加している

⑥小国町のホームページを時々みている

⑦定期的に親類や友人等に連絡をとっている

⑧町の物産やイベント、地域づくり活動などを宣伝している

⑨特に小国町とはかかわっていない

無回答

Q15 訪問以外の町とのつながり 出身者男性(N=129) 出身者女性(N=60)

33.3%

1.0%

4.0%

46.5%

13.1%

18.2%

45.5%

10.1%

8.1%

18.2%

42.7%

3.1%

7.3%

50.0%

14.6%

15.6%

50.0%

8.3%

8.3%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①農産物などを送ってもらっている

②小国町にふるさと納税を行っている

③親や親せきに仕送りをしている

④小国町出身者の会合等に参加している

⑤都市部で実施する町の物産販売展やイベントに参加している

⑥小国町のホームページを時々みている

⑦定期的に親類や友人等に連絡をとっている

⑧町の物産やイベント、地域づくり活動などを宣伝している

⑨特に小国町とはかかわっていない

無回答

Q15 訪問以外の町とのつながり ～60代(N=99) 70代～(N=96)
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（４）今後の小国町との関わりに関する意向 

Q１６ 将来、小国町に戻る意向はありますか。（○は１つ） 

 町への U ターン意向をみると、９割近くの人が「今の居住地に住み続け、町に戻るつもりはない」

としている。 

 男女で比較すると、男性の方が戻りたいと思っている人が若干多いが、世代ではあまり大きな違

いは見られない。 

 町生まれの人は 5.2％が「条件が合えば戻りたい」としているのに対して、町育ちの人が「いずれ

戻りたい」が 3.8％と、町生まれの人よりも若干高い割合となっている。 

 

 

 

 

 
 

 

  

いずれ戻りたい

2.4%
条件があえば

戻りたい; 4.3%

今の居住地に住み続け

戻るつもりはない; 88.9%

転居したいが町には戻る

つもりはない; 2.4%

その他

1.0%

無回答

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q16 今後町に戻る意向はあるか

いずれ戻りたい

3.0%

1.5%

5.3%

2.9%

87.2%

91.2%

3.0%

1.5%

その他; 1.5%

無回答
0.0%

無回答

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者男性

(N=133)

出身者女性

(N=68)

Q16 今後町に戻る意向はあるか

今の居住地に住み続けるので、町に戻るつもりはない

転居したいが

町に戻るつもりはない条件が合えば戻りたい

いずれ戻りたい

2.0%

2.8%

5.0%

3.8%

89.1%

88.7%

4.0%

0.9%

その他
0.0%

その他; 1.9%

無回答

0.0%

無回答

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q16 今後町に戻る意向はあるか

今の居住地に住み続けるので、町に戻るつもりはない

条件が合えば戻りたい 転居したいが町に戻るつもりはない

いずれ戻りたい

2.0%

3.8%

5.2%

1.9%

88.2%

92.5%

2.6%

1.9%

その他; 1.3%

無回答
0.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町生まれ

(N=153)

町育ち(N=53)

Q16 今後町に戻る意向はあるか

今の居住地に住み続けるので、町に戻るつもりはない

転居したいが

町に戻るつもりはない条件が合えば戻りたい
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Q１６－１ Q１６で①または②を選択した方に伺います。小国町に戻りたいと思う理由は何ですか。（○はい

くつでも） 

 町への U ターン意向を示した人（「いずれ戻りたい」＋「条件が合えば戻りたい」）にその理由を

聞くと、「生まれ育った土地で余生を過ごしたいから」が７割超、「町に先祖の墓や土地、家があ

るから」が６割超と特に多くなっている。 

 これらの他には、「小国町に愛着があるから」や「のんびりした生活がしたいから」などが比較的

高い。 

 

 

 

Q１６－２ Q１６で①または②を選択した方に伺います。いつごろ小国町に戻りたいと思いますか。（○は１

つ） 

 町に戻りたい時期については、全員が「５年以内」と回答している。 

 

 
 

 

 

 

 

7.1%

35.7%

71.4%

64.3%

14.3%

0.0%

7.1%

7.1%

0.0%

7.1%

21.4%

14.3%

28.6%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①小国町での生活が快適だったから

②小国町に愛着があるから

③生まれ育った土地で余生を過ごしたいから

④小国町に先祖の墓や土地、家があるから

⑤出身集落で共有する財産があるから

⑥豊かな自然で子育てをしたいから

⑦町の資源や環境を活かした仕事をしたいから

⑧山形、新潟方面のアクセスが良くなるから

⑨家族が望んでいるから

⑩親類と一緒に（又は近くに）住みたいから

⑪近隣住民のつながりが強いから

⑫親の介護などで戻る必要があるから

⑬のんびりした生活がしたいから

⑭その他

無回答

Q16-1 町に戻りたい理由 Uターン意向あり(N=14)

5年以内

100.0%

5年～10年以内

0.0%
10年～20年以内

0.0%

20年以上先

0.0%

未定

0.0%
無回答

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Uターン意向

あり(N=14)

Q16-2 町に戻りたい時期
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Q１６－３ Q１６で①または②を選択した方に伺います。小国町に戻る際に重視することは何ですか。（○は

いくつでも） 

 町に U ターンする際に重視することとしては、「病院や救急医療等の体制」「高齢者介護など福祉・

医療サービス」「道路や除雪、水道など社会基盤の状況」が比較的高い割合となっている。 

 

 

 

Q１６－４ Q１６で③または④を選択した方に伺います。小国町に戻りたいと思わない理由は何ですか。（○

はいくつでも） 

 町に戻るつもりはないと回答した人に対し、その理由を聞いたところ、「既に今のところに住宅を

所有しているから」が約７割と突出しており、この他には、「冬季の積雪に対する不安が大きいか

ら」「今の生活の方が快適だから」等が比較的高い割合となっている。 

 

 

28.6%

21.4%

7.1%

28.6%

35.7%

35.7%

0.0%

14.3%

14.3%

14.3%

35.7%

21.4%

21.4%

0.0%

21.4%

0% 10% 20% 30% 40%

住宅など住むところ

やりがいのある仕事や働き口

町中心部や町外への交通の利便性

買い物の利便性

病院や救急医療等の体制

高齢者介護など福祉・医療サービス

子供の通学や教育・保育など子育てのしやすさ

近隣との近所づきあいや人間関係

災害に対する安全性

文化・教養施設、生涯学習の場や機会

道路や除雪、水道など社会基盤の状況

趣味や資格が活かせる場や機会

仕事や住宅などUターンの相談等ができる窓口

その他

無回答

Q16-3 町に戻る際に重視すること Uターン意向あり(N=14)

15.3%

7.9%

12.6%

13.2%

11.6%

8.4%

35.3%

25.8%

2.1%

2.1%

32.1%

69.5%

2.6%

5.8%

6.3%

8.4%

0% 20% 40% 60% 80%

小国町に戻っても仕事(働き口)がないから

買い物などの日常生活が不便だから

病院や学校、福祉施設が遠いから

町内や町外へ行く際に公共交通が不便だから

住む場所（住宅）のあてがないから

転居する気力や資金がないから

冬季の積雪に対する不安が大きいから

家族がそのような生活を望まないから

小国町に人が尐なくなってさびしいから

近所づきあいや地区の活動が煩わしいから

今の生活の方が快適だから

既に今のところに住宅を所有しているから

戻っても親せきや知り合いが尐ないから

戻っても収入が下がり生活できないから

その他

無回答

Q16-4 町に戻りたくない理由 Uターン意向なし(N=190)
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Q１７ あなたは、これからの小国町のまちづくりにおいて、どのようなことに力を入れるべきだと思います

か。 

 今後の小国町のまちづくりに対しての町出身者の意見をみると、全体としては「地域産業の振興

と雇用の場の創出」に力を入れるべきとの声が６割以上と最も多く聞かれている。 

 この他には、「都市部の若者やリタイア世代の移住促進」や「田舎暮らし体験の実施など、都市と

の交流活動の推進」等が比較的多くみられる。 

 「地域産業の振興と雇用の場の創出」や「田舎暮らし体験の実施など、都市との交流活動の推進」

については男性からより多く指摘されており、女性は「都市部の若者やリタイア世代の移住促進」

に力を入れるべきとの意見が男性よりやや多い。 

 また「地域産業の振興と雇用の場の創出」については、60 代までの世代の方がより多く指摘して

いる。 

 

 

29.8%

63.5%

15.4%

17.8%

6.3%

17.8%

5.3%

10.1%

3.4%

20.7%

10.1%

2.9%

10.6%

4.3%

4.3%

0.0%

2.4%

2.4%

5.3%

24.0%

5.3%

9%

0% 20% 40% 60% 80%

都市部の若者やリタイア世代の移住促進

地域産業の振興と雇用の場の創出

出産・保育など子育て支援の充実

集落や地区での暮らしやすい環境づくりの推進

消防や救急医療などの体制充実

公共交通の充実

教育環境の充実・教育レベルの向上

農地・山林等の荒廃・鳥獣被害防止対策の強化

自然災害への対策の強化

私道の除雪や屋根の雪下ろし等への支援の充実

一人暮らし高齢者の見守りや安否確認の実施

携帯電話やインターネット等の通信環境の整備

訪問看護等の保健・福祉サービスの充実

伝統文化の保全・継承、地域文化の振興

スポーツや生涯学習、体験活動等の推進

防犯や交通安全等の対策の充実

上下水道、道路等の公共施設の充実

街並みや集落景観の保全・形成の推進

地域住民による自主的な地域活動への支援の充実

田舎暮らし体験の実施など、都市との交流活動の推進

その他

無回答

Q17 今後町が力をいれるべきこと 出身者(N=208)
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26.3%

66.9%

16.5%

25.6%

3.8%

18.8%

5.3%

9.8%

3.0%

21.1%

10.5%

3.0%

13.5%

5.3%

5.3%

0.0%

3.8%

3.8%

5.3%

27.1%

6.8%

5%

36.8%

54.4%

11.8%

4.4%

11.8%

17.6%

5.9%

11.8%

4.4%

20.6%

10.3%

2.9%

5.9%

2.9%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

4.4%

16.2%

1.5%

15%

0% 20% 40% 60% 80%

都市部の若者やリタイア世代の移住促進

地域産業の振興と雇用の場の創出

出産・保育など子育て支援の充実

集落や地区での暮らしやすい環境づくりの推進

消防や救急医療などの体制充実

公共交通の充実

教育環境の充実・教育レベルの向上

農地・山林等の荒廃・鳥獣被害防止対策の強化

自然災害への対策の強化

私道の除雪や屋根の雪下ろし等への支援の充実

一人暮らし高齢者の見守りや安否確認の実施

携帯電話やインターネット等の通信環境の整備

訪問看護等の保健・福祉サービスの充実

伝統文化の保全・継承、地域文化の振興

スポーツや生涯学習、体験活動等の推進

防犯や交通安全等の対策の充実

上下水道、道路等の公共施設の充実

街並みや集落景観の保全・形成の推進

地域住民による自主的な地域活動への支援の充実

田舎暮らし体験の実施など、都市との交流活動の推進

その他

無回答

Q17 今後町が力をいれるべきこと 出身者男性(N=133) 出身者女性(N=68)

29.7%

69.3%

11.9%

17.8%

10.9%

15.8%

5.0%

9.9%

4.0%

21.8%

12.9%

3.0%

12.9%

4.0%

5.0%

0.0%

2.0%

3.0%

5.9%

28.7%

4.0%

3%

30.2%

57.5%

18.9%

17.9%

1.9%

19.8%

5.7%

10.4%

2.8%

19.8%

7.5%

2.8%

8.5%

4.7%

3.8%

0.0%

2.8%

1.9%

4.7%

19.8%

6.6%

14%

0% 20% 40% 60% 80%

都市部の若者やリタイア世代の移住促進

地域産業の振興と雇用の場の創出

出産・保育など子育て支援の充実

集落や地区での暮らしやすい環境づくりの推進

消防や救急医療などの体制充実

公共交通の充実

教育環境の充実・教育レベルの向上

農地・山林等の荒廃・鳥獣被害防止対策の強化

自然災害への対策の強化

私道の除雪や屋根の雪下ろし等への支援の充実

一人暮らし高齢者の見守りや安否確認の実施

携帯電話やインターネット等の通信環境の整備

訪問看護等の保健・福祉サービスの充実

伝統文化の保全・継承、地域文化の振興

スポーツや生涯学習、体験活動等の推進

防犯や交通安全等の対策の充実

上下水道、道路等の公共施設の充実

街並みや集落景観の保全・形成の推進

地域住民による自主的な地域活動への支援の充実

田舎暮らし体験の実施など、都市との交流活動の推進

その他

無回答

Q17 今後町が力をいれるべきこと
～60代(N=101) 70代～(N=106)
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（５）まちづくりの拠点施設について 

Q１９ あなたは、“おぐに開発総合センター”を知っていますか。（○は１つ） 

 町出身者の約６割は現センターのことを知っており、60 代までの比較的若い世代の方が認知度は

高い。 

 

 

 

 

Q１９－１ あなたは、おぐに開発総合センターを利用したことがありますか。（○は１つ） 

 現センターを「知っている」町出身者の約半数は、「かつては利用していた」としている。 

 利用状況についても、60 代までの世代では６割超が「かつては利用していた」としており、70

代以上よりも高い利用状況を示している。 

 

 

 

 

  

知っている

60.1%

知らない

37.0%

無回答

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q18 現センターの認知度

知っている

70.3%

50.0%

知らない

29.7%

44.3%

無回答

0.0%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q18 現センターの認知度

今でも利用; 4.0%

かつて利用

49.6%

利用したことはない

44.0%

無回答

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

(N=125)

Q18-1 現センターの利用状況

今でも利用; 2.8%

5.7%

かつて利用

60.6%

34.0%

利用したことはない

33.8%

58.5%

無回答

2.8%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「知っている」

～60代(N=71)

「知っている」

70代～(N=53)

Q18-1 現センターの利用状況
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Q１９－２ Q１９－１で①または②を選択した方に伺います。どのような目的で利用しましたか。（○は３つま

で） 

 現センターの利用目的をみると、「講演会や発表会に参加」が最も多く、次いで「温泉施設の利用」

や「グループでの会議や集会、勉強会等」、「図書の閲覧や調べもの」の順となっている。 

 「講演会や発表会に参加」は女性で特に高い割合となっている。 

 

 

 

 

22.4%

14.9%

32.8%

17.9%

22.4%

28.4%

19.4%

9.0%

3.0%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

グループでの会議や集会、勉強会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベントに参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

結婚式

地区住民の宿泊や娯楽

その他

無回答

Q18-2 現センターの利用目的 利用経験あり(N=67)

25.0%

10.0%

27.5%

12.5%

20.0%

27.5%

20.0%

10.0%

2.5%

0.0%

20.8%

20.8%

41.7%

25.0%

20.8%

33.3%

20.8%

8.3%

4.2%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

グループでの会議や集会、勉強会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベントに参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

結婚式

地区住民の宿泊や娯楽

その他

無回答

Q18-2 現センターの利用目的 「利用経験あり」出身者男性(N=40)

「利用経験あり」出身者女性(N=24)

24.4%

15.6%

33.3%

13.3%

28.9%

31.1%

22.2%

13.3%

4.4%

0.0%

19.0%

14.3%

33.3%

23.8%

9.5%

23.8%

14.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

グループでの会議や集会、勉強会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベントに参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

結婚式

地区住民の宿泊や娯楽

その他

無回答

Q18-2 現センターの利用目的 「利用経験あり」～60代(N=45) 「利用経験あり」70代～(N=21)
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Q２０ あなたは、小国町にこれからのまちづくりの拠点となる施設をつくるとしたら、どのような機能が必要

とお考えですか。（○はいくつでも） 

 町出身者からみて、次期センターに必要な機能として最も多く挙げられたのは、「外部に小国の魅

力を発信する情報コーナー」であり、次いで「様々なサークル活動や趣味が楽しめる場」、「高齢

者の健康づくり活動ができるスペース」等が多くなっている。 

 年代別でみると、「外部に小国の魅力を発信する情報コーナー」を求める声は 70 歳以上の出身者

の方がより高く、逆に「様々なサークル活動や趣味が楽しめる場」は 60 歳までの世代の方がより

高い割合となっている。 

 

 

43.3%

27.4%

16.8%

19.7%

15.9%

26.0%

10.6%

31.3%

27.4%

45.7%

13.0%

17.3%

8.7%

14.4%

9.6%

18.8%

32.2%

40.9%

5.8%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q19 次期センターに必要な機能 出身者(N=208)
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47.5%

28.7%

16.8%

15.8%

19.8%

28.7%

9.9%

28.7%

32.7%

41.6%

13.9%

18.8%

7.9%

14.9%

7.9%

20.8%

37.6%

40.6%

4.0%

7.9%

38.7%

26.4%

17.0%

23.6%

11.3%

23.6%

11.3%

33.0%

21.7%

50.0%

12.3%

16.0%

9.4%

14.2%

11.3%

17.0%

26.4%

40.6%

7.5%

17.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q19 次期センターに必要な機能 ～60代(N=101) 70代～(N=106)

45.1%

26.8%

17.6%

21.6%

17.0%

26.8%

11.1%

30.7%

28.8%

48.4%

13.1%

19.0%

10.5%

15.7%

10.5%

20.3%

32.0%

41.2%

5.2%

10.5%

39.6%

30.2%

13.2%

15.1%

13.2%

24.5%

9.4%

32.1%

24.5%

39.6%

13.2%

13.2%

3.8%

11.3%

7.5%

15.1%

34.0%

41.5%

7.5%

17.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q19 次期センターに必要な機能 町生まれ(N=153) 町育ち(N=53)
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Q２１ 小国町には全国的にみても独特な山村文化があります。こうした小国町の文化のうち、あなたが後

世に残したいと思うものは何ですか。（○はいくつでも） 

 町独自の山村文化で後世に残すべきものとして、町出身者の約８割が「伝統的な食文化」を第１

位に挙げており、次いで「歴史文化」や「狩猟文化」、「生活文化・技術」が５割以上と比較的高

い割合となっている。 

 男女別でみると、わずかな差ではあるが、「歴史文化」や「狩猟文化」は男性の方が、「伝統的な

食文化」や「生活文化・技術」は女性の方が高くなっている。 

 出身別で比較すると、上位項目はいずれも町生まれの人よりも町育ちの人の方がわずかながら高

い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

79.3%

45.7%
57.7% 59.1%

39.9%

56.3%

3.4% 3.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q20 残すべき山村文化 出身者(N=208)

78.2%

46.6%

63.2% 61.7%

37.6%

54.9%

4.5% 2.3%

80.9%

42.6%
48.5% 52.9%

44.1%

60.3%

1.5% 5.9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q20 残すべき山村文化 出身者男性(N=133)

出身者女性(N=68)

83.2%

40.6%

61.4% 64.4%

35.6%

54.5%

3.0% 1.0%

75.5%

50.9% 54.7% 54.7%
44.3%

57.5%

3.8% 6.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q20 残すべき山村文化 ～60代(N=101) 70代～(N=106)

77.8%

40.5%

57.5% 59.5%

41.8%
53.6%

3.9% 3.9%

84.9%

60.4% 60.4% 60.4%

35.8%

64.2%

1.9% 1.9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q20 残すべき山村文化 町生まれ(N=153) 町育ち(N=53)
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Q２２ 小国町独自の山村文化を後世に継承していくためにはどのような取組が必要とお考えですか。（○

はいくつでも） 

 町独自の山村文化を後世に残すために必要な取組としては、「学校教育の中で子どもたちに伝えて

いく」とする回答が最も多く、約３分の２がこれを挙げている。このほか、「山村文化の担い手の

活動を支援する」や「体験交流や観光により産業振興につなげる」、「転入者を増やして担い手を

確保する」などが一般住民と比べて高い割合となっている。 

 世代別でみると、60 代までの世代の方が様々な取組について必要とする人の割合が高く、特に産

業振興につなげることや担い手の確保が必要という意見が 70 代以上の世代よりも多い。 

 

 

 

  

64.4%

32.7%

41.3%

21.2%

32.2%

51.0%

37.5%

53.4%

4.8%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

学校教育の中で子どもたちに伝えていく

町民が生活文化を広く学べる講座を開催

転入者を増やして担い手を確保する

資料館や展示館を整備する

映像や資料として記録を残す

体験交流や観光により産業振興につなげる

山村文化に係るイベントやフェアを開催する

山村文化の担い手の活動を支援する

その他

無回答

Q21 山村文化を残すために必要な取組 出身者(N=208)

67.3%

31.7%

43.6%

18.8%

32.7%

55.4%

39.6%

58.4%

3.0%

1.0%

62.3%

34.0%

39.6%

23.6%

32.1%

46.2%

35.8%

48.1%

6.6%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

学校教育の中で子どもたちに伝えていく

町民が生活文化を広く学べる講座を開催

転入者を増やして担い手を確保する

資料館や展示館を整備する

映像や資料として記録を残す

体験交流や観光により産業振興につなげる

山村文化に係るイベントやフェアを開催する

山村文化の担い手の活動を支援する

その他

無回答

Q21 山村文化を残すために必要な取組 ～60代(N=101) 70代～(N=106)


